
白

ム戸、
－FGS
、
s

h3

3

h3

hy
、、s・
、
ぷ
h
ぷF
h、

戸、

戸、。京
、

ど3
、．8・
、

必校、、ぷF・
、ぷF二
、‘s・
、
ぷ二
、、s・
、ぷ宰之
、
ぷ－
h、
ぷ
、ぷpv
h、aSF
、
s－
h、dgE
、
ぷ
、
ぷ
、
芝
、
ぷ夕
、

ざ、

ど》
、
6f
、－e・
、
ぷ、
、ddv

hy
、
ぷ
、

ご3
、

日
記－
u……
2

5
．r
…いい
綴じい
絞

二一
昨し…
m
hJ
仰い
じ肱聞v
r’

お
に
銘
れ
た。
だ
が、
周
築

震
第二
次
泊
中
凶
の以
は、
「
問つ
の

書
簡
量
産
露
に
も、

ない
悶
音
伐と
な
っ
号
郡
小平d

v
………
EV－1－E’
hF
132
湯量F
〉
にお
いて議
22
5
332
2の孟文民公社で氏自身、「問つの2
i

r

』
EE
咽割
富
田，
，』副
司
場
合法・JI一
一園田明

＼／
はあえて「四つの
窓」
の継
りで君
主
誌に答、
も、「一ZZ
寄
与にた－
iのピヨンとしてで
き
～

aa－－田富山田一岡田円岨aE一万数町田司
2
雲「四人組」らの倒的でEっき一還に議つ」31312凶に
つ
い
たが、憲司他日
ものに孝三J

M
’t園
田酢魁4零制
，幽・圃
Jfa司
＜
たのでき。
この
こ宗「四人刃ンの京目立っ
てい
た
ことと警に「四つの実化」路さとを＝一室長任事tp

ー

望書芝ぜ、鄭小平打倒ω患っ。巾凶のいくつか寝室昨年十二
月の三塁走よっ
て問2人民約上閉山ニ聞き九

v

i」批判が
さ慢さ
善活小
ga
s
－
H
2
1
t
は？目m

d

菌
室
閣の
望
自慨
はな
ん
では、

皇
室
会
の
泌
物の
入口
民
縦
二

をま
でに
は、

雲
欽
てい
るさ
なか、
同総
理
壌の
政
れ
た。
や
がて
堅
四
月、
こ
う
し
つの
現
代
化」

議必
し
てい
た
のでぬ瀦
宅J域機感判uij誠

mg343つ
のと、増
長したあとの誌のきい謀があっ
た
の

i
jわ
れる、このと
た製へ突然REE
－
i
LJJ
議
総額副議喰
ぢ

切
代化
妻、
玉、同防、
g純刊の奈良捕かれていた・
告。

ぎの政治
さおを「閉つのったのが
ま地の米安門再とさ「毛沢点
塁、「附今一、）
括管地譲
務
jJ
リ
J
Z

V
被告」である。

トフクタ！

？、

守

「問つの税
法」
宣
言

語」
喜んだので
5

げたが、こ
$
2

32
5E

2
5

F
制
糊
澱
じ

λ

要

グ

芝
浦中間

怒
れ
た
工
均
や

す

Z
Y
－

－
し

y

支

店
か
に
ち
で

Z
AU
れ
た
の

し
て
川

護

信
州
出
〈

g

j
て
郡
小平
氏

3

8

2、
胤
淀川

護

5

5

と
の

議

機

臨

時
嬬

議
泌

＼

t

5

255、必ず「四つg
hJ

スローガン富してい
たき
議罷譲駅議十er
fm
d

話一
抑制
Tuf
J
未
来
図ヘ
向っ
て

制
限揺れ十一
瞬
曹は
議…一一

2

3

j

j
」
で編除
草
色

外

員と
し
て

護附

言
し
た

瞳輔判
勢
一f
F
大

7

2

錯

誤

4

Y

時

工

場
、

公

社

に

目

ひ

くH

四

件

ス

ロ

ー

ガ

ン

技

能…
u

訪
日

関

駅

臨

ん

Ja

中

r

p
古ぽりていたが、
，
思e
p
ih
ド
i
i
l
i
1
1
1
1
1
1‘

室
害
事同僚主席ら，
豪

閣
闘
盟
副臨瀦
附間関
伊ト－
v
？

七ーガン路思議に
E
甑胡磁
輔胡溺
謝欄瑚謝鰯磁
の賃上げスト互援に郡小平のである。だが同年九月の表
夢のD1ダ1音声器し溜池関繍鯛蜘
寝療
福滝村
刊mv

vく
営主ていた。
要
欝凶
器
農協
属
鹿
嗣鴎
m総測定、「
議」「玉
喜の荷家信義
号
室長ていゑ、それに
薬
指
揮
P
議
選
羽zd

dの開館
長
容認留
目圏E
gg
sg
自
自間関
－一＋条」「製作語」といって十月には「阿人
会事にかわっ玉くからの携帯－
r
温
顔河
一Erk
－
〕
コ
ヌ

《

製
続工場）
で
は、
，
寝
込
町川
急
費
支
が
完
成し
た
棄

は、一
九
七
五
年一
月の
第
四
剣
士～
「
四
つ
の
現
代化」
の
ため
の綱

話
された。

塁七
月、
郡
小平

要
望
号
室渇
し
た。
し
か
よ
う
やく会
話に
d
guれ
た
と

で民
間
つ
の
徒
化」
竺
握、

句

知
成のための
努日概
容
器
の持である。

同人民代
美
奈一
阿
誌にお

需プログラム
南部で作
辺
氏
汚
語、
八川
市
製
援
もこうした一一一附ゐ
さいた
るほ
いってよいのである。

及、
丹、
向上」
喜・2
E
d

d
am
g
E
25りの
こうし
革
担、
妻、
閣を
ける問問
議
訴においてで
し、
文
笑
器
露
ぎの転
士
会《
言
語のな
定
的には、
年一月中旬以米の
だが同時に、それ
菜、
「凶
器－
去にのである。

h

m皇
で最的に雪れ
ていちあげ
て「四つ実化」
に取りあっ
た。ちよさそg、2を「四つ寝化」患に「四つ富代化」荷主れる禁煙よる慢しい「毛沢議
長花」
は
たん宮内首
2552っM

M
商事
費
拡
誌
に
あ
る
罪人
民
絢
ん
で
い
る
の
だが、
忽
えは、
こ

は去
に
撃し
てい
た
が、
当
時
し
て
還
し
ょ
2し
た
が、

老
に
いたっ
た。

判」

2
3ベ1ン
が
民閉さ
れ
め
の
スロ
ー
ガ
ン
で
はあ
おな
く
て、
注
目
は、
新し
い
素
ヘ
d

m
公社
宿
安
部
草
食

会）

の捜足
が今
日の
よ
う
な
ポ
は「
此
密
主
請
が附
え・り
れ

六年一
n、
同

集約
測
はつ
いに

し
か
し、
昨
年の
新
自
由
クラ
ブ
たの
で
あっ
た
J

な
り、

初出に災
害
れね
ば
宮

考向かお’
きし
てい一
令、

新

与ョ

(811.mS) 昭和64年’ア周16白(3) 

未来図へ向って　工場、公社に目ひく四化スローガン　中国報告2　新自由-1979.07.15


